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「情報科学」受講生の意識について

教養部 横 田 浩

1.は じめ に

「情 報科 学」 の授 業 で は毎 年 第1回 目の授 業 時 に、 コ ン ピ ュー タ に関す るア ンケ ー トを

行 ってい る(付 録1)。 また、昨年 度(1991年 度)か ら は、最 終 授 業 時(ま た は 、後 期 試

験 時)に 第2回 目の ア ンケ ー トを行 うように した(付 録2)。 第1回 目の授 業 で ア ンケ ー ト

を行 うように した理 由は受講 生が過 去 にお い て、 ワー プロやパ ソコ ンな どを使 用 した こ と

が あるか どうか を調査 し、授 業 の進 め方 や 内容 の参考 に しよ う とい う もの であ っ た。1988
1)

～1990年 度 につ いて は、先 に報 告 した。 これ に加 えて 、1991年 度 よ り、学生 の意 識 を知 る
2)

こ とも重要 であ る と考 え、 コ ンピュ0タ に対 す る意 識 や、受講 した理 由、 さ らに今 後 も情

報 関係 の授 業 を受講 した いか な どの気持 ち もア ンケー トす る こ とに した。

本稿 で は、昨年 度 か ら調査 し始 めた受講 生 の意識 に焦 点 を当 て て分 析 した結 果 を報告 す

る。 ただ し、分析 の ため の時 間の関係 お よび1年 分 の結 果 とい う こ とで 、 中 間報 告 と した

い。 よって今 回 は学部 別 ・男女 別 の単 純集 計 に とどめ、 クロス集計 な どの分析 は行 わない。

ここで は、以 下 の内容 につい て報告 す る。

(1)コ ンピュー タに対 す るイメー ジ(第1回 目 ・第2回 目の[1])

(2)「 情報 科学 」 を受 講 した理 由(第1回 目の[6])

(3)情 報(処 理)関 連 科 目につい て(第2回 目の[4])

詳 しい分析 を した結果 や2～3年 分 のデ ー タに よる年 変化 な どは、後 口報 告 したい と考 え
1)

てい る。 また、使用 した こ とが あ るか ど うか等 の動 向 につ い て の先 の報 告 の そ の後 に つ

いて は、別 に報告 す る予定 で あ る。

付 録3に 「情報 科学 」受講 後 の感 想 の例 を与 える。表1に ア ンケー トの回答 者数 を与 え

表1:ア ンケー トの回答者数

(人) 国 文 史 学 地 理 文化財 文学部 社 会 産 社 社会学部 全学部

第
-

回

目

男

女

42

52

62

42

70

18

22

29

196

141

39

31

58

12

97

43

293

184

合計 94 104 88 51 337 70 70 140 477

第
2
回
目

男

女

36

51

52

40

62

19

22

28

177

138

33

31

51

it

84

42

261

!80

合計 87 92 81 50 315 64 62 126 441

(注)第1回 目 の2年 次 生 以 上 は!8名(男15名 、 女3名)で あ る。

第2回 目 の2年 次 生 以 上 は13名(男10名 、 女3名)で あ る。
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る。受講定 員 は490名(70名 ×7ク ラ ス)で あ る。2年 次 生以 上 は4%以 下 であ るの で 、学 年

別 の集計 ・検討 は行 わな い。

2.コ ンピ ュー タに対 す る イメー ジ

まず 、受 講生 が 「コ ンピュー タ」 とい う もの に、 どの ような イメー ジ を抱 いて い るか に

つい て尋 ね た。 「情 報 科学」受 講前 後 の変 化 を知 る ため に授 業 開始 時 と最終授 業 時(ま た

は、後 期試験 時)に 、 まった く同 じ項 目で ア ンケー トした。集計 結果 を表2a、bに 示す。

表2a=「 コンピュ0夕 」 に対するイメージ(2つ まで)第1回 目
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(注1)11.や さしい、!4.役 に立たない は[111答な し

(注2)21.の 例:グ ラフィックデザ イン、機械の進歩が早い、他科 目に対応が きく、仕 事ので きるやつ、ほ しい、ややこ しい、目が悪 くなる

表2b=「 コ ン ピ ュ ー タ」 に 対 す る イ メ ー ジ(2つ ま で)第2回 目
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す ぐに目につ くの は、 「難 しい」 が 、 他 を引 き離 して圧 倒 的 に多 い とい う こ とで あ る
3)

(4～5割)。 しか も、受講 後 には6.7ポ イ ン トも増 え て、 半 数 を超 え た。 受 講 後 の感 想 か ら

い って当然 の結 果 とい えるだ ろ う(付 録3を 参照 の こ と)。

「や ってみ たい」 と全体 の4人 に1人 が思 って い る。社 会学部 の方 が高 く、 さ らに どち ら

の学 部 も女子 の方 が高 くな ってい る。社 会学 部 の方 が高 いの は理解 しやす い。女子 の 方 が

高 いの は、単 に男 子 の方 が使 用 した こ とが あ る者 が多 く、女 子 が少 ない とい うこ とに よ る

のか、そ れ と も、女 子 の方が 関心 が高 い とい うこ とを示 してい るの で あ ろ うか 。 ま た、2

回 目で も7.5%(13人 に1人)お り、特 に社 会 学部 の4人 に1人 がそ う思 って い るの は不 思 議

であ る。 「や ってみ たい」 の 中身が わか らない ので 、な ん と もい えないが 、 「さ ら に、 先

まで」 とい うこ となのか、授 業 内容 が彼 らが考 えてい る よ うな 「や ってみ たい」 内容 とは

異 な ってい る とい うこ となので あろ うか。今後 、詳 し く検 討 したい。

「まだ わか らない」 も、同 じよ うな もの か もしれ な い。7.1%(14人 に1人)か ら11.6%

(9人 に1人)に 増 え てい る。 もちろん、1年 間や っただ けで、すべ てが分 かるはず はないが、

い わゆ る 「実感 」 と しての イ メー ジ と授 業 内容 が一致 していないための感想 か も知 れない。

これ も、今 後詳 し く検 討 したい。

「最先端 」、「便利」、「役 に立 つ」 とい ういわ ゆ る 「プ ラス イメ0ジ 」 と思 わ れ る ものが

3～5番 目で、ほ とん ど5人 に1人 が思 って い る。 これ は、 ほかの 回答 とは異 な り、文 学 部 で

は女子 の方 が多 く、社 会学部 で は男子 の方 が高 くなって い る。2回 目 の ア ンケ0ト で は、

この ような差 はほ とん どな くな ってい る。1回 目は イ メー ジで 、2回 目は使 用 してみ た後 の

「実感」 とい う ところの変化 で あ ろ うか。

男女 差 が最 も目立 つ のは、「ゲー ム」 で あ る。男 子 が22.0%、15.7%な の に対 して、 女

子 は1.1%、2.2%と ほ とん どい ない とい って も よい ほ ど少 ない。 これは、 フ ァ ミコ ンな ど

をす るのが 、男子 に多 い とい うこ とか ら も、 もっ ともな結果 で あ ろ う。逆 に、「ワ0プ ロ」

は、女子 の方 が多 いの で はあ るが 、2回 目で は男 子 の方 が多 くな る。 男子 は、 あ ま りワ ー

プロを使 用 した ことが なか ったが、授 業 で簡 単 で はあ るが使 用 した こ とが この ような結 果

に なってい るので あ ろ う。 また、女子 は別 の 「難 しい」 とかの イ メー ジの方が 強 くな っ た

結 果 であ る と も思 わ れ る。(実 際 、「難 しい」 は男 子 が2.7ポ イ ン トの増 加 なの に対 して 、

女子 は12.2ポ イ ン トも増加 してい る。)

1回 目 と2回 目で最 も増 加比 が高 い の は、「殴 りた くなる」で あ る。す なわ ち、0.4%か ら

5.9%と 約15倍 にな ってい る。次 が 、「融通 が きか ない」 で あ る。 これ は、(特 に後 期 の)

授業 内容 の ためで あ る と考 え られ る。前 年度 までの学 生 の感想 文(1991年 度 か らは、 ア ン

ケー トの項 目に入 れ たが 、そ れ までは後期 の課題 と…緒 に感想文 を提 出 させ た りしていた。)

の中 に、「殴 りた くな る」 とか、「融 通 が きか ない」 な どが あ った ので、 あ えて項 目の 中 に

入 れ ておい た もの であ る。従 って、 この ような結 果 は予想 して いた もので あ る。後 期 の実
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習課題 を真 剣 に ま じめ に取 り組 ん だ学 生 ほ ど(ア ンケー トで この項 目 を選 ぶか ど うか は別

に して も)、 この よ うな感想 を持 つの で は ない か と考 え られ る。

その他 は、 まあ、 こん な もの か とい うよ うな結果 であ る。 た だ 、 「計 算 」 とい うイ メ ー

ジが、思 った よ り少 な い と考 え られ るが、 もはや 「コ ン ピュ ー タ=計 算(機)」 と考 え ら

れてい た時代 は終 わ った とい うこ とを意 味 して い るのか も しれ ない。.

3.「 情報科学」を受講 した理 由

2)

さらに、受講生が本授業 「情報科学」を受講 した理由について質問 した。学部別、男女

別の理由についての集計を表3に 与 える。

表3:「 情報科 学」を受講 した理 由(3つ まで)

文 学 部 1社 会 学 部 全 学 部

男 女 合 計 男 女 合 計
1

男 女 合 計
(%) 195 141 336 97 43 140 292 184 476

4.現 代社会では必要 68.2 72.3 111 75.3 65.1 72.1 70.5 70.7 70.6

3.就 職 に役立つ 53.8 60.3 56.5 64.9 69.8 66.4 57.5 62.5 59.5

ユ.興 味 が あ っ た 60.5 45.4 54.2 52.6 65.1 56.4 57.9 50.0 54.8

5.新 しい科 目 で あ る 18.5 22.7 20.2 21.6 20.9 21.4 19.5 22.3 i

2.i享 門1学 科)に 役 立 つ 14.9 9.9 12.8 27.8 37.2 30.7 19.2 16.3 18.1

8.他 に 科 目 が な か っ た 19.0 21.3 19.9 7.2 2.3 5.7 15.1 1i 15.8

7.学 生便覧を読んで 4.1 2.8 3.6 4.1 2.3 3.6 4.1 2.7 3.6

6.先 輩にすすめられて 3.6 4.3 3.9 2.1 2.3 2.1 3.1 3.8 3.4

10.時 間割の都合 5.6 2.1 4.2 1.0 2.3 1.4 4.1 2.2 3.4

9.単 位 が と りや す い 0.5 0.7 0.6 1.0 o.o 0.7 0.7 0.5 0.6

11.そ の 他 2.6 3.5 3.0 1.0 0.0 0.7 2.1 2.7 2.3

(注)1!.そ の他の例:資 格 をとりたい。

全くコンピュータを使 えないと不便だから。
せっかく設備のある学校に入ったのだからや りゃなきゃ損だと思った。

余り詳しいことがわからないので学校で教われればいいなと思った。

知人が情報工学科に行っているので同 じ話をしたいから。

家にあるパソコンがほこりをかぶっているだけなので使えるようになりたい。 等

まず 、全体 の傾 向 をみ る と、「現代 社 会 で は必要 」・「就 職 に役 立 つ」・「興 味 が あ る」 が50

%以 上 で他 を引 き離 して多 い。 あ とは、「専 門 に役 立 つ」・「高 校 にない新 しい科 目で ある」

が18%～20%に な ってい る。 このあ とに、16%で 「他 に と りた い(自 然 科 学 の)科 目が な
4)

い」が つづ く。 これ以外 は、非 常 に少 ない。

受講 理 由で は学部 の違 い が は っ き りで て い る。上位4つ はそ れ ほ どの差 はみ られないが、

「専 門 に役 立 つ」、「他 に科 目が なか った」 につい て はは っ き りして い る。 す な わ ち 、社 会

学 部 で 「専門 に役立 つ」 と考 え てい る者 は3割(特 に女 子 は4割 近 い)い るの に対 して 、文

学 部 で は1割 強(女 子 は1割 に満 た ない)で あ る。0方 、 「他 に科 目が な か っ た」 は 、文 学

部で は2割(5人 に1人)近 くなの に対 して、社 会学 部 で は6%に 満 たない(17人 に1人)。 受
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講理 由 につい て は、男 女差 よ り学 部 間 の差 の方 が顕著 であ るの は興 味 深 い。

以上 の結 果 か ら、 また、「学 生便 覧 をみて」・「先輩 にす す め られ て」 が 少 な い とい う こ

とか らみ て、 どち らか とい う と具体 的 な授 業 内容 よ りは イメー ジ に よって受講 す るか ど う

か を決 めてい る学生 が多 い ので は ないか と考 え られ る。

4.情 報(処 理)関 連科 目について

「情報 科学 」 を受 講 した後 で の ア ンケ.__._トで、情報(処 理)関 連 科 目 を今 後 も受 講 した
3)

いか どうか等 につ い て質問 した。 ここで は、以 下 の3つ の項 目につ いて尋 ね た。

1)今 後 も、情報(処 理)関 連 の科 目を受 講 したいか。

2)も し、上級 の科 目(「 情報 科学 」 の ア ドバ ンス コー ス)が あれ ば、 さ ら に受 講 した い

か。

3)情 報(処 理)関 連 あ るい は コ ンピ ュー タに関す る授 業 を増 やす こ とを ど う思 うか。
5)

表4に 学部別、男女別の集計 を示す。

表4:情 報(処 理)関 連科目について

文 学 部 社 会 学 部 全 学 部

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計
(%) 177 138 315 84 42 126 261 i 441

質 問4-1

1.は い 40.1 24.6 33.3 46.4 47.6 46.8 42.1 30.0 37.2

2.い い え 22.6 29.7 25.7 17.9 14.3 16.7 21.1 26.1 23.1

3.ど ち ら とも い え な い 37.3 45.7 41.0 35.7 38.1 36.5 1・ 43.9 39.7

質 問4-2

1.は い 33.3 12.3 24.1 31.0 23.8 i1 32.6 15.0 25.4

2.い い え 33.3 55.8 43.2 34.5 31.0 33.3 33.7 50.0 40.4

3.ど ち ら と もい え な い 33.3 31.9 32.7 34.5 45.2 38.1 33.7 35.0 34.2

質 問4-3

1.も っ と増 やす べ き 42.9 26.1 35.6 47.6 40.5 45.2 /II 29.4 38.3

2.い まの ま ま で よ い 36.2 46.4 40.6 33.3 33.3 33.3 35.2 43.3 38.5

3.減 らすべ きで あ る 2.3 1.4 1.9 2.4 2.4 2.4 2.3 1.7 2.0

4.ど ち らで も よい i1 26.1 21.9 16.7 23.8 19.0 ・t 25.6 21.2

4.1情 報 関連の 科 目を さ らに受講 したい か

まず、次年 度以 降 も、情 報 関 連 の 科 目 を受 講 した いか ど うか を尋 ね た。 社 会 学 部 に は

(専門科 目 と して)情 報科 目が あるが 、文 学部 には、地 理 学 科 を除 い て は 開講 され て い な

い。 ここで は、 開講 され てい る もの と して気持 ち を尋 ね た。

そ の結果 、社 会学部 で は2人 に1人 、文学 部 で も3人 に1人(男 子 は5人 に2人 、 女 子 が4人

に1人)と なって いて、潜在 的 には需 要 が多 い もの と思 われ る。「どち らともいえない」が、

全体 と しては 「はい」 よ りや や多 い。 これ らの学 生 が受 講す るか どうか は、授 業 内容 次 第
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とい え る だ ろ う。

4.2「 情 報科 学」 の ア ドバ イ スコー スを 受講 した いか

次 に、 も し 「情 報科 学」 の上級 コー ス と しての、 ア ドバ イス コー スが 開講 され た と した

ら受 講 してみ たいか どうか を尋 ね た。全体 として は、4人 に1人(実 数 と して は100名 程 度)

が受講 したい と答 えてい る。儀 礼 的 回答 もあ る と思 わ れ るが 、 さ らに、続 け て学 習 したい

と思 ってい る学生 も多 い と考 え たい。

「いい え」 は、文学部 の女 子 が5割 以 上 であ るが 、ほか は3割 強 で あ り、 全体 で4割 とい

う結 果 にな ってい る。 これ は、授 業特 に後期 の実 習 と課 題 で苦労 した こ とに よる実 感 と し

ての 回答 で あ る と思 われ る(付 録3参 照)。 内容 か らみ て、予 想外 とはい えない。

「どち ら ともいえ ない」が3人 に1人 あ る こ とは、「は い」 と合 わせ て 、 ア ドバ イ ス コー

ス を開講 す る ときの 内容 と受講 者数(の 制 限)を 検 討 す る ときの参考 に なるで あろ う。

4.3情 報 科 目を増 や す こ とに つい て

最後 に、一般 論 と して情 報(処 理)関 連 の科 目の開講 数 につ い て尋 ね た。 そ の 結 果 、4

割弱 が 「もっ と増 やすべ きであ る」 と答 え、 また同数 の学 生 が 「今 の ままで よい 」 と答 え

て いる。 この2つ で8割 近 くを占め る。逆 に、「減 らすべ きで ある」 と答 えた学 生 は2%(50

人 に1人)に す ぎない。 この こ とは、 もっ と授 業 数 を増 やす か、 少 な くと も現 状 を維持 す

べ きであ る と考 え てい る こ とを示 して い る。 「高度情 報化 社 会 」 とい わ れ る現代 社 会 に敏

感 にな ってい る もの と考 え られ る。今 後 の情 報教 育 の あ り方 を検討 して い く上 で は無視 で

きない結 果 で はない だ ろ うか。

4-3の 「もっ と増 やす べ き」 と4-1の 「はい」が 、 ほ ぼ 同数 で あ る とい うこ とは、受 講
　タ

に対 して積極 的 な学 生 ほ ど増 やすべ きだ と思 ってい る もの と思 わ れ る。

5.お わ りに

以 上 、「情 報科 学」受 講生 の コ ンピュー タや 「情報 科 学 」 等 の情 報 科 目 に対 す る イ メー

ジや意識 に関す る調 査 の大 まか な分析 結果 を報 告 した。 コ ンピュ0タ を使 用 した こ とが有
7)

るか どうか とい うこ とは、学部 間の差 よ り男 女 間 の差 が大 き くで たが 、意 識 の上 で は、 男

女 間 とも学部 間 と も差 が見 られ る。つ ま り、 どの よ うな使 用 を したか とい うこ とと、意 識

は直接 関係 が ない と思 わ れ る。現在 の専 門学 部 の状況 が意 識 に大 きな影 響 を与 え る と考 え

られ る。今後 は、今 回の結果 を も とに各種 の クロ ス集計 を行 って、詳 しい分析 を行 い たい。

付録3に 授 業 や課 題 の感想 の例(第2回 目の[5])を 示 したが 、 これ らや授 業 に対 す る

イメ0ジ(第1回 目の[7])な どを授 業 内容 ・形態 な どに どの ように生 か してい くか の検
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討 は これ か らの課 題 であ る。
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註および参考文献

1)横 田:"「 情報 科学 」受講生 の受 講前 の コ ンピュー タの使用 経験 につ いて"、 奈 良大

学紀 要 第19号 、PP.29-38、1991年3月 。

2)受 講理 由 につ いて は、1990年 度 のア ンケ ー トで も尋 ね たが、自由回答 であ ったので、

ここで は検討 の対 象 に は しない。文 献1)のP.33の 註6)を 参 照 の こ と。

3)当 然 、「情 報科 学」 の授 業 内容 に よって、受 講後 の意 識 が異 なるで あろ う。アンケー

トは昨 年度(1991年 度)の もので あ るが 、授 業 内容 は実 質的 に毎年 同 じで あ る。本

年度授 業 開始 口に学生 に配布 した授 業 予定 につ いて は、

横 田:"情 報 科学 講座 を4年 間担 当 して"、KingofKings、No.2、pp.96-99、1992

年8月 の参考 資料

を参 照 の こ と。 なお、湊助教授 の授 業 も本 筋 にお い て は、筆者 の内容 と変 わ らない。

付録3(授 業 や課題 の感想)も 参 照 の こ と。

4)他 の 自然 科学 の科 目で受 講 したい(ま た は、 した)科 目の比率 は以下 の通 りである。

全 学 部
文 学 部 社会学部

男 女 合 計

(%) 331 134 284 181 465

5.地 学 78.5 61.2 70.8 77.9 73.5

1.生 物 学 47.7 64.2 54.9 48.6 52.5

2.化 学 7.3 11.2 10.2 5.5 8.4

4.数 学 2.7 18.7 9.9 3.3 7.3

6.実 験 自然科学 2.4 8.2 5.6 1.7 4.1

3.物 理 学 0.6 0.7 0.4 i.1 0.6

(注)物 理学は1991年 度 は開講iされていない
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5)よ り詳 し くみ る と、最終授 業 の時 と試 験 の時 の回答 で は少 し差異 が み られ る。 す な

わち、最終授 業 時 での 回答 の方 が試 験 時 での 回答 よ り 「はい」 とい う回答 の割 合 が

全体 的 に若干 少 ない。 これ は、最終授 業 の時 は、 まだ実 習課題 が終 わって い な い学

生 も多 く、 さ らに実技 試験 ・後期試 験 が あ る とい うこ とで 良い印象 が少 な く、試 験

時 で は これが最後 で あ るので 、ほ っ と した時 の感 想 で あ る と考 え る とうなず け な い

こ ともない。た だ し、 これ は筆 者 に良 い よ うに解 釈 した場 合 で、最 終授 業時 に行 っ

たの が筆 者 で、湊助 教授 が試 験 時 に行 って い るの で、授 業 担 当者 の差 であ る と も考

え られ る。

6)こ れ には、 クロス集計 が必 要 で あるの で今 回の分析 外 で あ るが 、4-1と4-3の ク ロ

ス集計 をみ る と、 どち らも 「はい」 が71.3%と 推論 を裏付 け る結 果 となって い る。

7)本 稿 の対 象外 で あ るが1991年 度分 におい て も、使用 の有 無 や その所有 につい て は、

学部 差が少 な く、男女 差 が顕 著 とい う文献1)と 同 じ傾 向が見 られ る。

付 録1.コ ン ピュー タに関 する ア ンケー ト(第1回 目)

[0]あ な たの学 部学 科 は?

1.国 文2.史 学3.地 理4.文 化財

5.社 会6.産 業社 会

あ なた の性 別 は?

1.男2.女

あ な たの学 年 は?

1.1年 次生2.2年 次 生3.3年 次生

4.4年 次生 以上

口

口

口

[1]コ ンピュー タに対 す るイ メー ジを次 の中か ら選 ぶ と した ら、 どれ を選 び ます か?

(1つ 又 は2つ)

1.好 き

6.ワ ー プ ロ

11.や さ しい

16.集 中 力

2.便 利

7.楽 し い

12.計 算

3.難 しい

8.最 先端

13.融 通 が きかな い

17.役 に立 つ18.や ってみ たい

21.1～20に は ない(自 分 で書 いて下 さい:

4.ゲ ー ム

9.価 格 が 高 い

14.役 立 た な い

19.疲 労

)

m
5.こ わ い

10.嫌 い

15.ま だ わ か ら な い

20.殴 り た くな る
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[2]以 下 の操作 を した こ とが あ ります か?あ る…1な い…2(左 の欄)

さ らに、 これ らの操 作 は、 「自分 で コ ンピュー タを使 用 してい るの だ」 とい う

気 にな ります か(操 作 した こ とが な くて も答 えて下 さい)?(右 の欄)

な る…1な らない…2ど ち ら ともい え ない…3わ か らない…4

(a)銀 行 または郵 便 局等 での カー ドに よる 自動預 け入 れ ・払 い戻 し

(b)ビ デ オ等 の オーデ ィオの タイマ ー予 約 な ど

又 は、炊飯 器 ・全 自動洗 濯機 等 の タイマ0予 約 な ど

(c)フ ァクシ ミリでの送信

(d)コ ピー機 の(多 機能)ス イ ッチ

(e)電 卓

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

[3]今 ま で に 、 コ ン ピ ュ ー タ(パ ソ コ ン ・ワ ー プ ロ ・フ ァ ミ コ ン等)を 使 用 し た こ と

が あ ります か?あ る…1な い…2

(1)使 用 した こ とが ない場 合 、家 にあ ります か?

家 には ある(家 族 は使用 して い る)…1家 に はない…2

・1の とき、 もしよけれ ば、あ なたが使 用 しない理 由 を書 い て下 さい。

(理由:)

(2)使 用 した こ とが あ る ・現在 使用 して い る。

この場 合 、次 の何 を使用 しま したか?ま た、それ は誰 の所 有 です か?

すべ て を記 して下 さい。該 当 な しは空 白の まま。

(a)フ ァ ミコン ・ス ーパ ー フ ァ ミコ ン

(b)ワ ー プロ(ワ ー ド ・プ ロセ ッサ)専 用 機

(c)パ ソコ ン(パ ー ソナル コ ンピ ュー タ)

口

Ll⊥

(a)

(b)

(c)

所有 につい ての選択 肢

1.自 分 の もの(専 用)2.家 族 の もの

3.友 人の もの(親 戚 を含 む)4.そ の他(学 校 ・講習 会等)

[4]こ こは、パ ソコ ンを使 用 した こ とが あ る人([3]で(2)(c)を チ ェ ッ ク した 人)の

み答 えて下 さい。該 当 しない人 は、次 の[5]へ 進 んで下 さい。

パ ソコ ンをどの よ うに使用 しま した か ・現在 して い ます か?す べ て 、記 入 して下

さい。 また、そ の所 有 につ い て も[3]に 準 じて記 して下 さい。該 当 な しは空 白の ま

ま。
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(a)パ ソ コ ンで の ゲ ー ム

!b)パ ソ コ ンで の ワ ー プ ロ

(c)プ ロ グ ラ ム を作 成 、 ま た は 修 正

そ の言 語 は?()

/d)プ ロ グ ラ ムや デ ー タ の 入 力 の み(例 え ば 、 マ イ コ ン関 係

の 雑 誌 に掲 載 の ゲ ー ム の プ ロ グ ラ ム を入 力 な ど)

(e)そ の 他(具 体 的 に:)

(a)

(b)

(c)

(d

(e)

例:友 人 の パ ソ コ ン で ゲ ー ム を した →(a)の 欄 に3と 記 入

[5]現 在 、 コ ン ピュー タを持 ってい ない 人 に質 問 します 。

将来 、 コ ンピュー タを買 い たい と思 い ます か?ワ ー プロ とパ ソ コ ンにわ けて答 え

て下 さい。

1.で きるだ け早 く買 い たい

2.お 金 の準 備 が で きた ら買 い たい

3.コ ンピュー タ関係 の授 業 を受 け てか ら考 え る

4.今 の ところ、買 う気 は全 くない

5.そ の他()

「

0

ワ ー フ ロ

1

…
パ ソ コ ン

[61 「情報 科学 」 を受 講 した理 由 は何 です か?(3つ まで)

1.コ ンピュー タに興味 が あ ったか ら

2.自 分 の専 門(学 科)に 役 に立 つ と思 うか ら

3.就 職 に役 に立 つ と思 うか ら'

4.現 代社 会 で は、必要 な こ とだ と思 うか ら

5.高 校 まで に は無 い新 しい科 目で あ るか ら

6.先 輩 に勧 め られて

7.学 生便 覧 での講 義 内容 を読 んで

8.自 然科 学 で他 に とる(と りた い)科 目が無 か った か ら

9.単 位 が と りやす い と思 うか ら

10.時 間割 の都 合 でそ の時 限 だけ空 い たので

11.そ の他(具 体 的 に:)

他 に受講 した い(す る予 定 の)自 然科学 の科 目名 を(す べ て)教 えて下 さい。

1.生 物 学2.化 学3.物 理学4.数 学5.地 学6.実 験 自然科 学コ
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[7]「 情報科学」 は、 どの ような授業内容だと思いますか?

学生便覧や先輩の話 は無視 してあなたの率直な意見を書いて下さい。

(書ききれない ときは、裏 に書 いて下さい)

ご協力あ りが とうございま した

なお 、 この第1回 目の ア ンケ ー トは、奈 良教 育大 学 で 開講 され て い る 「教 育 情 報 論 」 の

受講 生 に対 して も、 まった く同 じ項 目(た だ し、学 部 ・学科 と科 目名 を奈 良教 育大 学 用 に

変更 し、他 に受講 したい 自然科学 科 目の部 分 は削 除 した。)で 、 山邊 信0教 授 に実 施 して

頂 いた。が 、今 回 の中 間報 告 で は検 討 の対象 には しない。次 回 の報告 で は本学 の学 生 との

比較 も行 い たい。 ア ンケ.___.トを実 施 して頂 い た 山邊 教授 に感 謝致 します。

付 録2.コ ン ピュー タに関 する ア ンケー ト(第2回 目)

[0]～[2]の 項 目 は第1回 目 と全 く同 じなの で省略 す る。

[3]コ ンピュー タの購 入 につい てお聞 き します 。

コ ン ピュー タを買 い たい と思 い ます か?ワ ー プロとパ ソコンにわけて答 えて下 さい。

1.受 講前 か ら持 って い る

2.受 講 中 に購 入 した

3.現 在 、具体 的 に購 入 の機種 等 を検討 してい る

4.そ う遠 くない将来購 入 したい気持 ち はあ る

5.今 の ところ、全 く買 う気 はない

6.そ の他()

0

ワ ー フ ロ

パ ソ コ ン

[4]情 報(処 理)教 育に対す る希望 をお尋ね します。

(開講 されているか どうかに関係 なく気持ちを答えて下さい)

4-1今 後 も、情 報(処 理)関 連 の 科 目 を と りた い と思 い ます か 。

1.は い

2.い い え

3.ど ち ら と もい え な い 口

29



4-2よ り上 級 の科 目が あ れば、 さらに受 講 してみ たいです か。

1.は い

2.い い え

3.ど ち らともいえない 口

(よ り上 級 とは、本 「情 報 科学」 の ア ドバ ンス コー ス とい う意 味 です。)

4-3情 報(処 理)あ るい は コ ン ピュー タに関す る授 業 を増 やす こ とにつ い て、 ど

う思 い ます か。

1.も っ と増 や すべ きで あ る

2.い まの ま まで よい

3.減 らす べ きで あ る

4.ど ちらで もよい ■

[5]「 情 報科 学」 を受講 した感想 を書 い て くだ さい。

(1)全 体 につ いて

(2)後 期課題 につ いて

ご協 力 あ りが と うござい ま した

付録3.「 情報科学」 受講後の感想

第2回 目の ア ンケー トの[5]よ りの抜粋 を以 下 に示す 。 こ こで は、 これ らの感 想 の分 析

はせ ず羅 列 した。分類 は大 まか に分 けた もので あ り、相 互 に関連 してい る もの もあ る。

全体 的な 感想

「最 初 に イメー ジ してい た よ りも、大変 難 し くて、授 業 を聞 いてい て も、わか ら ない こ

とばか りだっ た。」

「難 しか った。」

「自分 が受講 した授 業 の 中で一番 大 変 だ った。」

これ らが、最 も一般 的 な感 想 で あ る ようだ。 また、前 期 と後期 の質 の差 につい ての感 想 が

多 か った。例 えば 、(2通 りの評価 が あ る ように思 え る)

「最 初 はお も しろ半 分 で や ってい て もよか った け ど、 だん だん難 しくな って きて、最 後

の方 は しん どか った。」
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「前期 の授 業 は ともか く、後期 の作 業 にお われ て じっ く りと先生 の話 を理 解 す る時 間が

なか った。」

「前期 の ワープ ロにつ いて はそ う苦 もな く実 行 で きたが 、後 期 の コ ン ピュー タを使 って

い る とい う感覚 が強 か った し難 し くて苦 労 も多 く情報 科学 を受 講 した こ とを後悔 した

こ ともある。」

「前期 は講 義 が多 くて あ ま りお も しろ くなか った。後期 はず っ と実習 で毎週授 業 を受 け

て るのが楽 しみ だっ た。」

「前期 はほ とん どテ キス トに よる授 業 で あ りあ ま りお も しろみ が なか っ たが 、後期 は じ

か に コ ンピュー タにふ れて授 業 したの で楽 しい授 業 にな った。」

他 に、

「コ ンピュー タに接 す る こ とが で きるい い授 業 だ と思 い ます。今 の社 会 で ワー プ ロな ど

が い るので受講 して よか ったです。 これか ら も、 もっ と勉 強 したい と思 ってい ます。」

「最後 の方 にな って楽 し くな って きた。 まだ、始 めた ばか りで、や めて しま う こ とが お

しい感 じがす る。」

「や っぱ り、講義 よ り実習 の方 が充実 した感 じが しま した。」

「実 習が多 か った。 で、退屈 しない で興 味 を もって講 義 を受 け る こ とがで きた。」

「しん どい け どや りが いが あ った。全 受講 科 目の うちでT_が ん ば った と思 う。」

「週 に1回 なので なれ るの が大変 だ った。」

「講 義 よ りも実 習 の方 が楽 しい。」

「授 業 につ いて は ワー プロの わか らない こ とが わ か る楽 しさが あ った。 しか し、 ち ょ っ

とキー を押 しまちが えた り して画面 が おか しくなった時 とかは、も しか して コンピュー

タが こわれ たか もと思 って不 安 に なっ た。」

「コ ンピュー タは難 しい とい うのが わか っ ただ けで も、 これ を受 講 したか いが あ る と思

う。 もっ とた くさんの人 に情報 科学 の講義 を とれ る ようにすれ ば いい と思 う。」

内容 その他 に対 す る要望 と思 われ る もの

授 業形 態 や内容 につ い て は、「実 習時 間 が多 くて よか っ た。」 とい う意見 もあ るが 、0般

的 には

「実習時 間 が少 なす ぎる と思 い ます。」

「もう少 し実 習時 間が あ れば よい と思 う。」

な どが多 い。 また、人数 やぺ0ス につ いて も

「個 人的 につい て ほ しい。 人数が 多す ぎる ため授 業 が よ くわか らな い。 もっ とゆ っ く り

てい ねい にお しえ てほ しい。」

「人数 が多 す ぎる。」
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「40人 ぐ らい にす べ き。」

「もっ とゆ っ く り説明 してほ しか った。」

「授 業 のペ ー スが 早 い。」

「一 週 間 に1時 間30分 で これ だ け こ とをや ろ う とい うの は少 しつ らいで す ね。」

「週 に0回 だ けの授 業 で は なか なか理解 で きなか った。」

な どの感 想 も多 か った。他 に

「FORTRANで は な くBASICに してほ しい。」(数 名)

「0般 教 育 だか ら仕方 が ないが、 こ うい うの は…貫 してすべ きであ る。」

「実際 に コン ピュー タを操 作 してか ら説 明 があ っ た方 が分 か りやす か っ たので は ない か

と思 う。」

「不親 切 だ と思 う。 い くら話 を きいて いて もわか らない こ とはあ る もの だ。本当 の ビギ

ナ ーの立場 に立 って教 えて も らえば よ り良 くなる こ とで あ ろ う。」

「先生 に個 別 に解説 を頼 んで も、先 生 自信 が他 の受 講生 の対 応 に忙 しくなか なか こ ち ら

の質 問 に応 じて くれ ない。 ア ドバ ンス コー ス を作 る よ りも少 人数 に して授 業 を増 や し

て きめ細 か い対 応 を して もらい たい。」

「後期 は課 題 が あ るので利用 者 が増 え るの は当た り前 であ るの で、利 用 時 間の延長 等 の

対策 を講 じる必 要 が あ るので は、 と思 う。」

教 員につ いて触 れ てい る もの

中 には具体 的 に教 員 名(湊 ・横 田)を 書 いて ある もの もあ るが、ここで はすべ て 「先生」

と した。

「授 業 は後期 にな ってか らチ ンプ ンカ ンプ ンだったので席 に先生が近づい て くる と恐 か っ

た。」

「最 初 は全然 わか らない し、難 しい し、 この科 目 を取 ったの は よ くなか った と思 った け

ど、後 期 な ん とか課 題 がで きて 、 ものす ご くうれいか った し、人 の倍 ぐらい時 間 が か

か って も、 これか ら少 しず つで も続 けて い こ うか な と思 える よ うにな りま した。授 業

中、先 生 が こわか ったです が、 自分 … 人で や ってい る時 はす ご く親切 だっ たので 、本

当 はや さ しいの か も しれ ない と思 っ た。」

「先生 に何 か質 問す る と50%は たいて い 『先 生 お こ って るんです か?』 と思 わず 聞 きた

くなって しま う。で も、あ んな に苦 しんだ の に2回 生 にな って も もう一度 勉強 したい

と思 うの は なぜ だ ろ う。」

「た まに訳 が わか らな くなった時 も しば しば…。 で も、 まあ、先生 の教 え方 は よか っ た

と思 い ます 。た だ、 も う少 しわか らない時 に は教 えて くだ さい。」

「説 明 よ りも実技 を しなが らの方 が楽 しか ったが 、分 か らな くて、先生 に質 問す る と
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『この前 や ったで しょう』 とい われ るので ど きど き した。」

後期 課題 につ いての 感想

「難 しか った」 ・「難 しす ぎた」

が大部分 で あ る。他 に、

「大 変 だ ったの一一言 に尽 きる と思 う。先 生が学校 に来 ない 口に課題 をや ったの は失敗 だっ

た。」

「課題 で苦 しめ られ るの は御 免 で あ る。全 く手 間 のかか るこ とを させ て もらった とい う

感 じで あ る。」

「冬休 み は これ でつ ぶ された よ うな もの だ った。」

「多 くの友 の友情 を感 じた。」

「授 業 の復 習 にな って よか った と思 う。-0年 間の最後 にや りがい の ある こ とが で きて苦

労 したかい があ った な あ と思 い ます。」

「結 構悩 んだ。 わか らな くてわか らな くて気 が立 って こわ した くもなっ た。 で も、 デ リ

バ リィで出 て きた もの をみ る とな んか感 動 して うれ し くなっ た。」

「一一応 自分 で考 え たの に、肝心 な ところ はほ とん ど先 生 に教 えて もらって しまったけど、

達成 感 が あ った。難 しか ったです。」

「課題 をや りにセ ンター に行 った ときに、い ろい ろ悩 んだ けれ ど、あ る程 度分 か って く

る とパ ズ ルの ようにお もしろか った。セ ンターで先生 の笑 い声 を きいて、ほっ とした。」

「これ も難 しか った。 プ ロ グラムの穴埋 め…泣 きたい程 わ か らなか った。 けれ ど、 自分

で操 作 して紙 に出力 され たの を見 て、 とて も嬉 しか った。頑 張 った甲斐 が あ った と思

えた。」

「人が比較 的少 ない時 にや りに行 っ たので、 や り易 か っ た し、事前 に自分で考 えて きて、

ほ とん ど間違 って いた け ど、先生 にい ろい ろ教 えて頂 いて 、な ん とな くわ か った よ う

な気 がす る。」

「ほ とん ど0口 中課題 に取 り組 んだ 口 もあ っ たが、 この課題 を 自分 で したお かげ でず い

ぶ ん コ ンピュ0タ の扱 い方 が分 か る よ うにな った。」

「期 間が十 分 あ る と思 って気楽 にや っていたが 思った以上 に難 しか ったので驚 きました。」

「とて も難 し くて、教 科書 、 ノー ト、昔 の コー デ ィングシー トな ど、全 て 出 して きて、

あ一で もない、 こ一 で もない と、て んや わん やで した。今 口、提 出 しますが 、終 わ っ

た と きは叫 びた くな る くらい うれ しか ったです 。」

「最 初 、本 当 にわか らな くて、 どうな る こ とか と思 い ま したが、 や ってい る うち に少 し

ず つ理解 が で きて きたので は と思 い 、パ ソ コ ンに うち こむの も、す ご く大変 で した が

で きた と きは満 足感 で い っぱい で した。」

「簡単 だ と思 わせ て おい て、実 際 は難 しい 、 とて も上手 な課 題 で、 コ ンピ ュー タ にい の
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る 口々 がっつ い た。お わ ってみ れば いい思 い 出。2度 とや りた くない とい う気 持 ち と

もっ とや りたい とい う気 持 ちが半 分 ずつ あ ります。」

「穴埋 め にな ってい て助 か った。全 部 つ くれ とい われ た ら相 当 に きつ か った と思 う。」

「授 業 をうけて て も理解 で きなか ったが 、実 際 や ってみ る とわか っ た所 が多 か った。 最

後 にや っ と情報 や って るな一 って思 えた。」

「理 解す る まで は全 然 わ か らなか っ た。1つ1つ 講 義 でや っ た ところ を見 直 して は じめ て

わか った。理 解 す る と 『なん だ』 と思 うけ ど、そ うなる までが難 しか った。」

「課 題 を見 た とたん こ まった。今 まで に習 った中 に こたえが あ るの にで きないの が な さ

けなか っ た。」
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